
The Society for Bioscience and Bioengineering, Japan

NII-Electronic Library Service

The 　Soolety 　for 　Blosolenoe 　and 　Bloenglneerlng 厂　Japan

1ア6　生物イ匕学 ］二学

511　　　　 T4 フ ァ
ージ溶菌タ ン パ ク質に よる大腸菌の 溶菌特性

　　　　　　（東工 大 ・生命理工 ） ○浅見和広，中谷智子，ケ イ新会，丹治保典 ， 海野肇

胆 麟 大腸 菌に よ っ て 生産されるバ イオ生産物の多 くは 、 菌体内に蓄積 され るため 、

菌体 を集薩 し、細胞破 砕後に分離回眼 しなければならない
。 塞研 究で は、菌体内生産物

を効率的に分離回収するため に 、
バ クテ リオ フ ァ

ージ T4 の 溶菌作用 を利用 して 、 自己溶

菌する大腸菌の 開発を目指 した 。

匿実験方法及 び結果］ T4 フ ァ
ージ に よ る溶菌 に は、感染 賻に フ ァ

ージ 1）NA を注入す る

た め必要 とされ るgp5 、 フ ァ
ージ感染後期 、複製 した フ ァ

ージ粒子 を菌体外 に放 出する

ときに必要 とされ る、gpT と即 Eが 関与 して い る 。 上記 3種の タ ン パ ク質 に大腸菌の外膜

タ ン パ ク質で ある peiB の シ グナル ペ プ チ ドを付加 して
、 大腸菌内で誘導登現 させ た 。

従 っ て 、 発現され る溶菌タ ン パ ク質はペ リプ ラズム へ 分泌され る と考えられ る。 用い た
ベ ク ターは pET 　26b（齢 、 大腸薦はBL21 〈DE3 ＞pLysSで ある 。 大腸菌の 溶菌に伴う菌体内タ

ンパ ク質の 放出特性は 、 培地中の β
一galact◎sidase 活性を測定する こ とに よ り解析 した。

その 結果 、 gp　5の 内、　gpE と相同性が高 く、 リゾチ ー
ム 活性があると考え られ るポ リペ プ

チ ド（169 ア ミ ノ酸残基）を発現 した場合 、 大腸薗は溶菌 しなか っ た。 gpT を対数増殖期後
期、 ならび に静止期に発現 した場合 、

い ずれ も速や か に溶菌し 、 β
一
galact。sidase 活性 が

培地 中に検出さ れ た 。 gpE を静止 期 に発現 した場合 、速 や か な溶菌 は見 られ なか っ た

が 、桿菌 で ある大腸菌が球状に変化 して い た 。
ペ リプ ラズ ム へ 分泌 され たgpE がペ プチ

ドグ リカ ン に作用 して 、 菌体の構造 を変化させ た もの と考えられ る。
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512　　　　 有機溶媒耐性菌 に関する研究

　　　　　　　 （名城大、農、応微）○ 卜素、武野彰、吉村大蔵 、 山下勝

（目的】アル コ
ール に よる微生物殺菌機構 の 解明を目的と して 、 アル コ ・一一ル類 に対 して

特異的な耐性を示す有機溶媒殺菌耐性菌を集め 、そ れ らの 菌の 有機溶媒殺菌耐性及び 有

機溶媒殺菌耐性因子 の検討を行 う。

【方法及び結果】土壌等か ら有機溶媒殺菌耐性菌 の分離を行うと共 に 、 研究室保存株 の

変異 を行 い 、有機溶媒殺菌耐性菌を 得た 。 土 壌か らは主 と して Bacitless　sp．お よ び

PseudOmonas　sp．が得 られ た 。 研究室保存株で は 、　 StaphySococcees　azareleLkiこ紫外線照射を行

い 、 保存株 よ りアルコ ール鮒性の 高い 菌を取得 した。得られた菌株の うち主として 研究対

称菌 と して 、 Bacitiussp．
，
Staphylococcess　sp．　ve用 い 試験 した 。 有機溶媒殺 菌耐性菌 は疎水

的な アル コ ール類 、 有機溶媒に は強い 耐性 を示 したが、親水的なメタ ノール 、 エ タノー

ル等に対 して は耐性が比較的弱か っ た 。 アル コ ール類に強い 耐性 を示 した Stophylococcus

sp ．は過酸化水素耐性変異菌か ら得られ た 。 これ らの 菌の プロ トプラス ミ トを作製し た

とこ ろ 、 アル コ
ー

ル殺菌に対 して非常 に弱 くな っ たの で 、細胞壁 がアル コ ール殺菌 に大

き く関与 して い ると推定 された 。 そ こで細胞壁 の蛋 白質、脂質等 につ いて耐性 との 関係

を調査 した 。
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